
数学 「atama+」と「YC教材」の学習方法（学生用） 
 
１． 前期授業開講前 

 「atama+」使い方のオリエンテーション時，下表の「数と式」を学習。練習問題はノ
ートに計算する。 

 「YC教材」の「授業の前の準備」の２テーマについて，授業開始前までに，要項部分
を読み，「試してみよう」，「例題」をノートに計算，自分で答え合わせをする。 

 
科
目 

atama+ 
単元グループ 

atama+ 
単元名  

YC 教材 
授業の前の準備 

I 数と式 整式の加法・減法～絶対値のついた方程式・
不等式の応用 
集合，命題，必要十分条件の基礎 

１ 式の計算と実数 
２ 集合と命題 

 
２． 前期授業の進度と学習方法 

 予習 
別紙「2022 前期数学 YC atama+単元対応表」に合わせ，授業の前日までに YC 教材の
要項を読み，「試してみよう」と「例題」をノートに解く。 
自分で答え合わせをして正しく計算できるかどうかを確認する。できないときや理解
が不十分と思われる場合は，教科書等で調べる。次に，授業用問題を予習する。できな
くても構わない。学習内容を確認して，授業に臨んでくれれば良い。 

 
 

 授業 
授業をよく聞いて，ノートをとる。理解が不十分なことがあれば，テキストやノート
にメモし，授業後に参考書等で調べるか講師に質問するなりして，理解が不十分なと
ころを解決する。 
「atama+」を利用して，授業で補いきれない計算力の強化と理解度の確認をする。 

 復習 
ノートを読むだけではなく，自力で解けるまで計算する。 
夏期講習期間中に，予習時にできなかった問題をもう一度復習する。 

 
 
 
 
 



3．次のテーマは前期授業で扱う時間が取れなかったテーマです。後期開講までに自主学習す
る。 

 
 
 

科目 YC 教材 自習課題 atama+ 
単元グループ 

atama+単元名 

I １ データの分析 データの分析 全部 
A ２ 図形の性質  図形の性質 「三角関数の成立条件」から 

「正多面体」まで 
II ３ 二項定理 式と証明 二項定理 
B ４ 3項間漸化式 数列 3 項間漸化式 



【前期 数学YC / atama+学習単元対応表】

Part1 Part2

週 科⽬
YC教材
授業問題

atama+
単元グループ

atama+単元名 週 科⽬
YC教材
授業問題

atama+
単元グループ

atama+単元名

1 I 1-1/101,102 2次関数
平⽅完成とグラフ，2次関数の決定，2次関数の最⼤・最⼩，
⽂字を含む2次関数の最⼤・最⼩，区間に⽂字を含む関数の最⼤・最⼩

1 I 2-1/201,202 図形と計量
三⾓⽐の定義，三⾓⽐の計算，三⾓⽐の拡張，鈍⾓の三⾓⽐の計算，
三⾓⽐の相互関係，正弦定理，余弦定理，三⾓形の⾯積，正弦定理と余弦定理

2 I 1-1/103,104 2次関数
2次関数と2次⽅程式，2次不等式の解法，
2次関数の⽅程式への応⽤，2次不等式と判別式

2
I
II

2-1/203
2-2/204

図形と計量
三⾓関数

円に内接する四⾓形，⼀般⾓・弧度法，
⼀般⾓の三⾓関数の定義，三⾓関数の相互関係の基礎，三⾓関数の性質，
三⾓関数を含む⽅程式，三⾓関数を含む不等式

3 II 1-2/105,106 ⾼次⽅程式
2次⽅程式の解の公式と判別式，
2次⽅程式の解と係数の関係，2数を解とする2次⽅程式

3 II 2-2/205,206 三⾓関数
コサインの加法定理，サインの加法定理，タンジェントの加法定理，
2倍⾓の公式，2倍⾓の⽅程式・不等式

4 II 1-2/107,108
⾼次⽅程式
式と証明

剰余の定理，因数定理，⾼次⽅程式
不等式＿相加平均・相乗平均

4 II 2-2/207 三⾓関数 三⾓関数の合成，三⾓関数の最⼤・最⼩

5 II 1-3/109,110 図形と⽅程式 直線の⽅程式，円の⽅程式，円と直線の位置関係，円に接する直線，円の接線 5 II 2-3/208,209 指数と対数
指数法則・0や負の数の指数，累乗根，指数法則を利⽤した⽂字式の計算，
指数⽅程式・不等式，指数関数のグラフ

6 II 1-3/111,112 図形と⽅程式 軌跡，不等式と領域，領域と最⼤・最⼩ 6 II 2-3/210,211 指数と対数
対数の定義，対数の性質と計算，底の変換公式，対数関数のグラフ，
対数の⼤⼩，対数関数の⽅程式・不等式

7 II 1-4/113,114 整式の微分法 微分係数，導関数，接線の⽅程式 7 B 2-4/212,213 平⾯ベクトル
ベクトルの定義と和，ベクトルの差・実数倍・分解，ベクトルの成分表⽰，
⼀直線上の3点，分点公式，交点の位置ベクトル

8 II 1-4/115 整式の微分法 関数のグラフと最⼤・最⼩，3次関数の極値 8 B 2-4/214,215 平⾯ベクトル 直線のベクトル⽅程式，ベクトルが表す図形と領域

9 II 1-5/116 整式の微分法 微分法の⽅程式への応⽤_整式，微分法の不等式への応⽤_整式 9 B 2-4/216,217 平⾯ベクトル
ベクトルの内積，内積の成分計算，
内積の計算_⼤きさの2乗の展開，ベクトルの垂直条件

10 II 1-5/117,118 整式の積分法 不定積分，定積分，定積分と⾯積，囲む⾯積，定積分の⾯積公式 10 B 2-5/218 空間ベクトル 空間ベクトル，空間図形とベクトル，空間ベクトルの内積

11 II 1-5/119,120 整式の積分法 絶対値のついた積分，定積分で定義される関数 11 B 2-5/219,220 空間ベクトル 空間座標と空間ベクトルの成分，空間における直線，球⾯の⽅程式

Part3

週 科⽬
YC教材
授業問題

atama+
単元グループ

atama+単元名

1 A 3-1/301,302
場合の数と確

率
順列，補集合を利⽤した順列の計算，
円順列，重複順列，同じものを含む順列，組合せ

2 A 3-1/303,304
場合の数と確

率
組分け，組み分けの応⽤

3 A 3-2/305,306
場合の数と確

率
事象と確率，確率の基本性質・排反事象と余事象

4 A 3-2/307,308
場合の数と確

率
独⽴な試⾏の確率，反復試⾏の確率，条件付き確率

5 A 3-3/309,310 整数の性質
約数と倍数，素数と素因数分解，倍数の⾒分け⽅，
最⼤公約数と最⼩公倍数，整数の割り算と商および余り

6 A 3-3/311,312 整数の性質 ⽅程式の整数解，1次不定⽅程式，ｎ進法，ユークリッドの互除法

7 B 3-4/313,314 数列
等差数列，等差数列の和，等⽐数列，等⽐数列の和，
等差数列の応⽤，等⽐数列の応⽤

8 B 3-4/315 数列 Σの定義・和の公式，⼀般項とΣの計算，数列の和の求め⽅

9 B 3-5/316 数列 群数列

10 B 3-5/317,318 数列
等差数列・等⽐数列の漸化式，階差型の漸化式，
定数係数の2項間漸化式

11 B 3-5/319,320 数列 和と⼀般項，数学的帰納法

下表の進度に合わせて，授業の前⽇までにYC教材の「要項と例題」を学習してください。要項の中の「試してみよう」と「例題」はノートに解いてください。解答で答え合わせをして理解できているかどうか⾃分で確認して進んでください。
次に授業⽤問題を予習してください。できなくても構いません。どういう問題を学習するのかが理解できていることが重要です。授業をよく聞いて，ノートをとり，⾃⼒で解けるまでしっかり復習してください。
授業では毎回授業問題に関連したatama+の学習から始めます。なお，授業問題の進度は，遅れる場合があります。

最新版の単元表は以下URLよりご確認ください
https://contents.lms.sundai-edfu.com/downloads.html


